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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

平成21年度は、気孔形成の初期過程で機能する転写因子がCDK活性により制御されることを見出し
た。遺伝学的実験を行ったところ、サイクリンD4 (CYCD4)はこの転写因子よりも上流で機能し、胚
軸における気孔形成を制御していることが明らかになった。そこで、気孔形成過程で働くいくつかの
転写因子に絞ってCDKAの基質候補を探索したが、有為にリン酸化される因子を同定することはでき
なかった。そこで、さらにそれらの上流で機能すると考えられる因子に注目してリン酸化の可能性を
探った結果、シグナル伝達に働くキナーゼや、転写因子と結合して働く因子が基質候補因子として浮
かび上がってきた。今後はこれらのタンパク質のリン酸化部位を同定し、その部位に変異を導入した
遺伝を作成して過剰発現させることにより、CDKによるリン酸化がどのような機能的役割を持ってい
るか検討する予定である。 

 
一方、これまでにCDKB2のタンパク質分解はエンドサイクルへの移行に重要であることが明らか

になっていたので、平成21年度はこのタンパク質分解の指標となるドメインの解析を行った。CDKB2
のN末端領域に各種欠失を持つ変異型CDKB2を作成し、これらをGUS遺伝子に連結して発現解析を行
った結果、CDKB2のタンパク質分解にPEST様配列は必要ないことが明らかになった。そこで、今後
はPEST配列以外の領域に絞って様々な欠失またはアミノ酸置換変異体を作成し、発現解析を行う予
定である。 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


